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財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知らせ 

 

当社は、金融商品取引法第 24 条の４の４第１項に基づき、関東財務局に本日提出いたしました 2025 年２

月期の内部統制報告書に、開示すべき重要な不備があり、当社の財務報告に係る内部統制は有効ではない旨

を記載しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 開示すべき重要な不備の内容 

当社は、2025 年６月２日付「有価証券報告書の提出期限延長申請の承認に関するお知らせ」にて開示

いたしましたとおり、関東財務局に有価証券報告書の提出期限延長を申請し、８月 27 日までの延長が承

認されました。この期限延長を受け、改めて実施いたしました決算整理の過程で、当社のエネルギー事業

を担う連結子会社である株式会社Ａｏｉｅおよび株式会社Ｃ－ｃｌａｍｐにおいて、2025 年２月期に設

置工事および顧客への引き渡しが完了した案件の売上高 112 百万円が、2026 年２月期に計上されるとい

う売上の期間帰属に係る誤り（遅延計上）が発見されました。 

これは、以下の財務報告に係る内部統制の不備であり、財務報告に重要な影響を及ぼす可能性が高く、

開示すべき重要な不備に該当すると判断いたしました。 

 

連結子会社（株式会社Ａｏｉｅおよび株式会社Ｃ－ｃｌａｍｐ）において識別された業務プロセスに係る

内部統制（エネルギー事業の販売プロセス）の不備 

株式会社Ａｏｉｅおよび株式会社Ｃ－ｃｌａｍｐの役職員は、収益認識に関する会計方針の理解が不

足したまま、販売プロセスに係る内部統制のデザインを行っていました。そのため、売上計上根拠証憑

の様式に顧客に対する履行義務の充足時点を客観的に確認できる項目が明記されず、売上計上の過程で

「引渡確認書の回収月」が「設置工事および顧客への引き渡しが完了した月」の翌月以降になっていな

いことの確認が行われていませんでした。 

 

2. 事業年度末までに是正できなかった理由 

上記内部統制の不備は、当事業年度末以降に発見されたため、当事業年度末日までに是正できませんで

した。 

 

会 社 名 株 式 会 社 コ レ ッ ク ホ ー ル デ ィ ン グ ス  

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  栗 林  憲 介  

 （コード番号：6578  東証スタンダード市場）  

問合せ先 取締役副社長グループＣＦＯ 西崎 祐喜  

 （ T E L . 0 3 - 6 8 2 5 - 5 0 2 2 ）  



3. 開示すべき重要な不備の是正方針 

当社としましては、財務報告に係る内部統制の重要性を十分に認識しており、開示すべき重要な不備を

是正するために、以下のとおり再発防止策を速やかに策定、実行することで財務報告の信頼性を確保して

まいります。 

(1) 会計リテラシーの向上 

(2) 引渡確認書の大幅な回収遅延を生じさせない人員体制の構築 

(3) 売上計上ルールの客観化および厳格化 

(4) エネルギー事業の事業特性に応じた販売プロセスの構築およびモニタリング 

① 適切な収益認識基準に沿った販売プロセスの構築 

② 遅延計上がないことを検証するプロセスの確立 

③ 当社の経理・財務部による監視監督機能の強化 

④ 当社の内部監査室による監視監督機能の強化 

(5) 経営者の啓蒙および経営トップからの定期的なメッセージ発信 

 

4. 連結財務諸表及び財務諸表に与える影響 

上記の開示すべき重要な不備に起因する必要な修正は、すべて連結財務諸表及び財務諸表に反映して

おります。 

 

5. 連結財務諸表及び財務諸表監査報告における監査意見 

無限定適正意見であります。 

 

以上 


